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デイヶア ディサーピス

３日ぐ

翌日から

特養

1０:ＯＯ

？

15:○○ まなびの館ローズコム
(広島県福ﾛj市霞町1-10-1)

できるプログラムが満載

ﾀ¬・これからのデイ運営
ＩＳ妹尾弘幸ａ（lﾖｓ。ヶア－ａＳ）

・ｌ度がまめるディサーピス、ディヶアについて

・自ｔ支llのプログラム

・自立ｔllのシス|テム|づくり|

－rＳＳき括ケアJ存t牛社を」|の中での自２・Ｓのディづくり

・自社1111でデイのＳみを肖発jl

・叉!なる票Ｊｇ・Ｓへのアクションブログラムと具1本策！

・ｔＳＮＯＩデイになるための視ｇと考え方、やるべきこと

・ネクストステージヘ

ﾃﾞ-ﾏ　総音介護施設ありがとうグループの

デイのウリのつくり方とプログラムの工夫
７７Ｓ;)でごごこごごでご
器ltごこ:ご二:ここ。

・デイにまめられる機・へのアプローチ

・デイの中ででき|ること．自宅で|でき|ること．地域で
できること

・ｓｓ-|小ｓ団で行う|メ|リ|ツ|ト・デメリツ|ト

・itatをlな時問の中でご利ｇ者は．こんなこと

・ツールを使うよでの工夫

１霖麦9酸ｒ°グラム、ヶアの工夫
・簿ＳなＩＥＳでａＳづくり

ー自ｔたちiため|るｙごi騨目者ａ・

・試されているＳを減らす・ＭＭＳＥの工央

ケアレク実技
レクの日常化と日常のレク化で生活行為を再創造

Ｓ・黒渾　優子Ｅ（ケアレクインｘトうクターｓｔ講師）

・レク斎ｌａｉ・ＳＳへつなlfるllきあしを増やす

（心を|開|く、ＳＳを引き出す/アイスブレーキングレク

・表Ｓがａか|になるた|め|の表ＳＳを便つ万た|レ|ク

・笑いの・・は絶大１声を・してｇう『・ｇネタ』

・こんなに・単ISll、ll・をＳぱないＩ
少人Ｓでａえるちょいレク

・筒単ルールでごｇ用き|こ人気のちょいレク

・知らない・にＳ串になってしまうちょいレク

・９・づくり、社会参Ｓアップのレク、・動

ポストセミナー１

ＴＥＬ
(自ｇ・ＳＳＳ)

老健

職種

グループホーム

ﾀSiのＳＳ・は「デイ・常の自ll」でa」来ないとこ
gj職・に委託

・MJが少ない10～12人のデイがχ践したいキャン
セルＳの工夫

ヽ地ＳやケアマネヘのＰＲグッズはこljiS囃身がホ
ンネで作る

・レク＋機能嘴練で姶肇倍増１
構ＳＳＳにつながる・白レク

・・Ｓをまってむも体も踊るレク

・む身機能に特化した機能向上レク

ポストセミナー２

携帯Ｓ話
-

ＰＣメール

ＦＡＸ
(自宅・勣ｇ売)

小規横き機ＳＳｌｎ・

-

ポストセミナー３

経験年数

他（

（il員になりま・Ｓめ・りますのでおマめにおゆし・みください）ｔ・・人IS・は。本ｇ・まの・Ｓ・Ｓｇにｌしてのみll・します。

最少催行人数に達しない場合は中止になる場合があります。お申し込み後、一週・Ｕ内に入全案内が届かないIS合は、事務局までごＳ絡ください。

日本通所ケア研究会ぶぷ11k。EﾖＵ上12。５（株）。01ｻ-む内
IＳＳＳ四httpｓｊＷ　ｗｗ.tｓｕｕｓho,ｃｏｍ/ｍｅｅtinが四・ｉｎｆｏ９tｓｕｕsho.ｃｏｍ

）
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・が目指すl奈・介護の２０２５

□
圃
｝
日;ｌ素

合同開催

Eモデルにいち早く対応す;

l究、。
114回認知症ヶア研修会in福山

ｏ９搾Ｆ
ヨｏＣ図コ回が

薦腰

ｷ-ﾜ-ﾄﾞは…S111が求めるデイ~ｉｓき・ヶアの申でまめられる･ｓ献できるディになる~

戦略の見直しとサービス提供体制強化の具体策
－

①地域包括ケアシステム構築の姿
・２０２５年、２０４０年の地域き括ヶアの姿と介護経営

・地域運携拠点としてのディの新しい力タチ

・介腰サービス事業所における地域での社会参加活動の推進

・成長、発展する保険外サーピス

②事業の成長ヘマネジメント強化
・介護施設、事業所での働き方改革,|業務改善のヒント

・ｌ故、トラブル対策とｉｉをすくわれないためのＳＩ指導対策

・職員の採用から育成・離職防止まで

③生活期リハビリテーシｉン大改革
・維持期リハＶＳ通所リハ！最大限に独自の強みを生かす

・アウトカム評価の導入で、ディの機能分化が

・在ｔ復帰時fｔのベッドマネジメントと稼働率rl上

・医療→介護→地域へ！自立支援に向けたきめ細かいリハピリ

④認知症７００万人時代への対応
・認知症を「疾患」と「人」の両面から考える

・ＢＰＳＩＤを軽減するiEしい評価とアプローチ

・残存能力の発揮で改善する生活機能

・虐待、身体拘束を防止する人財づくり

2０１８年

11J116日○･17日○･18日ｅ
広島県福ぼ1市
広島県Ｅ文化センターふくやま／まなびの館ロ-ズコム

日本認知症ケア学会公認

蒙む1症ヶア専門士単位認定講座(３単Ｑ)
・発表者は４単位

⑤良質なケアに不可欠な専門性
・ご利用者の「共感」を!iEみ出す生活相談員の専rl性

・リハ職がＳ践すべき伝わる動作指導法と介入方法

・j1Sごされがちな低栄養への予防対策で効Ｓをｌす

・介護現場だからこそできる看護師の専rl性のＲ揮

⑧ワンランク上の介護技術
・Ｓ度者、認知症の方へのＡＤＬ介護技術

・介護職が実践すべき４体機能向上トレーニングａＢＬトレーニング

・機能訓練指導ａが知つておきたいＢＯＳＳトレーニング

・活動と参加を改善するアレク

ご利用者に合わせた目的別トレーニング

認知機能を改善する|脳と運勤を融合|させたトレーニング

身体やむの］Ｆ調を改善する呼ほ法

[１６'１７日　両日参ヵ口]15,000Fl(Ｋ･抄ＳＭＲみ)

[１６０rlフ日　日のみか加]　10,000Fl(Ｅ･おplft;きみ)

[18日ポストセミナーのみ参・]ポストセミナーくD15,000Fヨ

ポストセミナー《Z)･(i8,000FI

※11/16市民公開・Ｓr睡短蜜ヶアサポーター贅或ＳＳＩは無料

通所ケア大会

日本通所ヶア研究會事務局iiai・SI,11上1205 TEL(084)971-6686 FAX(084)948-0641
メールｉｎｆ０９tＳＵｕSh0.Ｃｏｍホ|－ムページhttｐS:/ＷＷｗ↓tSUUShojＣｏｍ/ｌｍｅｅtling/|匹[jil14

・・きU市／社会楯祉ま人・山皿む町市皿心皿七日皿ヶ〃会／皿匹日本やlm／七局・・匯裡祉士台
なむ社団Ｓ人日本ａき療ａ士協会／皿士台／十ａ社回・人日本や・SMi±１台／－をセ団皿Ｓ会／ｍ
公ii社団法人広Ｓ県牡会栃祉士会／一殷社団法人1な島ＳＩＳ吏援専ri頁協会／公ａ社回法人日本医師会／独さ行政法人Ｓ祉ＥＳ機構(ＷＡＭＮＥＴ)／中・新司備後本社／エフエムふくやま



カ

la}!i:!(:lil(121)　　・テーマプログラムは変吏になる堀合がありますことをご了承ください

10:30

12:00

13:15

15:15

16:00

18:00

皿紅）
2025年、2040年の
地域包括ヶアの姿と介腰経営

埼･St大学a事長
ａａla器。　　日ョキＳ･

皿Ｅﾐt）
多職種協慟のチームで行う
クオリティマネジメント

リスクマネジメントからクオリティマネジメントヘ
見が・回わりちを棄えてみよう
高齢き1台･祉SaひうなiE
ﾘﾊtりJ部長　　　　　　　　　　森ﾛji香ａ

－

な

休憩

皿4）
2025年,2040年の

共生社会推進!
地域我が事丸ごとでの
通所サービスに期待すること

現在調整中

(ai回)
効率的な動務の工夫

言類業務の削減の工夫・情報共有の工夫

残業ゼロを達成する工夫

社会福祉法人き拿苑
ﾏﾈ-ｼﾞｬ-･戦略隆進本部　　　　森田健－・

（四4）

回昌iぼ農問7.

;::ご““5"　　9･むya

皿肖）
IS症予ｌ十下肢筋力改善を実Sする

:ygg旨温るﾃﾞﾕｱﾙﾀｽｸの工央
garﾀ一"ｲﾒﾝﾄ協会代表石日ﾖ電生Ｅ

休憩

(皿j)
2025年、2040年への道標

デイ、その他介護サービスでの
新しい活動

S人町l市つながりの間　　　前日lllia

(縦回)
生Ｓ相Ｓ・にａ要な知識と技術
「活動」と「か力n」を促進するＰＤＣＡの

を宅療養支援楓のj1ｸﾞﾙ-ﾌﾟ　、.
U7i器Jr7゛~7　iliz]明子・

皿縦回）
ゅうゅう流!

ワンランク上のＡＤＬ介護技術
Ｓ知症がある利用者へのむ地よい

食事介助,排泄介助,入浴介助

;::ご““5゛　　・・むy・

(四ゆ)
姿勢が崩れやすい方の
立位･歩行トレーニング

NPOa人日本ｺﾞyl･祉･W･修･g
認定鰐師/S学療法士　　　　　野田和美ａ

I Ｕ４４ｊＵびａＪχＺＳ／

10:00

12:00

13:15

15:15

16:00

18:00

(皿で4)
昌霖心ぶli
Ej3:t?こﾋﾞｽの新戦略
ぶなおび乙ぴrzu 991之Ｅ

皿Ej4）

ぶm票回S･

Sa琵ぶS7　　9す憲作・

(四絣)
介護職でもＳＳできる機能訓練
小集団での身体機能向上プログラム

tSS祉ほ人まりalt会
まりﾃﾞｲｻ-ﾋﾞｽ肖梅作a痩･f　井上智文Ｅ

皿鯖ぞ）

身体や心の不調を改善する呼吸法

呼吸ｱﾄﾞﾊﾟｲｻﾞ-　　　　　　　　　藤井恵ａ

休憩

(j皿⑥
2025年,2040年

ぷ尚mに
lla･ヶｧg究会　　　妹尾弘幸Ｅ

兼ほEj)
r介護人材ｉ難期」を乗り切るために
介匯人材の確保と足萱のために･践する

仕組みと仕掛け

ぶぷｸﾞﾙ-ﾌﾟ　　　　　　梅潭伸嘉・

(四瞬)

活動と参加を改善するケアレク

昌忠胃taご"白木　山口健－Ｅ

皿鮭H）
口訃庸下･顔iの機能Ｓをa善のための
小集団トレーニングの実践と手技

NPO法人日本介掻纂社教W研修機構
･t･S/きlg･覚士　　　　城野香也子Ｅ

休憩

太

(棄回)
事業所を守る法令遵守の仕組み作り

～新加算への対応･押さえておきたい

書類･記録のポイント～

SZ会社S療経営il究所
S療･介S経きｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ　　　関田典義・

(四(t)
認知機能の改善!

脳科学と運動科学を融合させた
ﾄﾚ-ﾆﾝｸﾞ

ﾗｲﾌｷﾈﾃｨﾂｸ日本支郎
ﾗｲﾌｷﾈﾃｨﾂｸﾏｽﾀ-ﾄﾚ-ﾅ-　中JII憤司氏

ぬ

il恥

講・：妹罵弘幸・（日本ａ肖iヶア・Ｒｅ台長）

10:00～15:00

これからのデイ運営

・制度か求めるデイサービス,デイケアについて

・自立支援のプログラム

・自立支援のシステムづくり

・「地域包括ケア」「共生社会」のなかでの自立支援のデイ作り

・利・者増のためにまずやること!!具体策

・地域Ｎ０.1デイになるための視点と考え方・やるべきこと

・Ｓ:総合介●施Ｓありがとうグループ

10:00～15:00　総合介護施設ありがとうグループの

ﾃﾞイのｳﾘのつくり方とプログラムの工央
～ＰＲ方法から利・者の主体性を引き出すプログラムの工夫まで～

・限られた人員と時間の中で

・ご利用者は,こんなことにも・つてます

・ツールを使う上での工夫

・自分たち決める!ご利用者投票

・究極の・Ｓ形は「デイ運Ｓの自ｉ」で,できないとこだけｌ貝に委託

―
Ｉ



Ｓでは聞けない・力なプログラム・Ｓ／

まなびの館口ーズコム

感il冒171l-

地域資源を生かして地域達携拠点となる!

画一的ディが地域から必要と
されるまでの成功事例と失敗事例

ISI祉s人ﾟだまり　　　Uj下総司Ｋ

太

休憩

(劃鷹四匹χ)
認知症の方へのアプローチ
日PSDのjl生起因を疾繊と
人の両面から考える

aar"　　　　・・四ａ

(囲縦皿Ej)
生活期リハビリテーシヨン改革
魅力ある13iﾘ八のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ･aiﾘ八のl革
iSｼｽﾃﾑ,新規laきの19働iを上げる工夫

S::A社四ね会　　　　岡本隆・・

(３ＳＥ匹づ)

こtな訟乙。)。
運営の工夫

g::S:･施a゛ﾙ"~夕sa　塩原責子a

皆、休憩

(回eZRﾄﾞM)
詣知症の方への効果的な
機能訓練のためのアプローチ
ＷＩからActivityの選択埴・S定の工夫まで

aSiryｾｯﾀ-　　　串西誠司Ｒ

(蕗回皿E暑
通所リハ･IS間リハなど在宅・活期リハを支ぇる

リハlがSIすべきリハビリテーシヨンIS
リハピリテーシヨンのll性各iｱﾌﾟﾛ-ﾁ
ｼｽﾃﾑ･ツールの工央･ﾘﾊﾏﾈｶS12の工央

ISうiSj!ttlsa　　川野ｌ士ａ

ＣＥＳＥ匹ﾄﾞM）
疾患別リハピリテーシヨンを
最大限に生かすための
短時間通所リハii行・開設

Ｓ　　　　高木綾－･

まなびの館ローズコム

(東回)

・認知症ヶア
・その他

(梱丿回)

介護現場でのさまざまな取り組み

(M鮑皿)

・成果がｉる機能訓練・リハピリ
・ディ運営の工夫

(四ﾖ匯)
・ディ運営の工夫
・認知症ケア
・介護現場でのさまざまな取り組み
・成果が出る機能訓練・リハビリ
・その他

休憩

（皿m匹き）
認知症の方の「じりつ」に向けた

瓢悶la昌毘ヵと必lな事
ＩＳｎ１Ｓｒ９．　口Ji・匹

皿S縦mEj）

WM慧隠宍

:a袈aZ"”　　　長谷川iE哉a

(二五ＳＥ匹四)

昌霖混昌温にご
共生型サービスの事業化戦略

agﾁｨﾎ-ﾑ長考の森　　　　　石原孝之a

(lmEj)

ly714SaUに必要な知識と技術
ごｒ霖霖ﾑｶ-ｻﾌﾟﾗﾁﾅ　小谷洋子E

休憩

（SmmiEj）
離職や虐待・身体拘束を防ぐ
認知症ヶア現場の人財胃成と
ヒユーマン･リソース･マネジメント

Sar）　　　　4Fi和匹

（四艇匹j）
ﾘﾊ履がﾐ解･実践すべき

感覚で伝える動作指導方法の
ＳＳと臨床応用

Zia認霖r”　　長谷川正哉a

CｺESE回回E3）
地域づくりまで行う
特色あるディヶアづくり

介･t入･･･aﾌｫﾚｽﾄS本
ﾘﾊりJﾃﾞ-ｼﾖﾝき科長　　　　　園村加奈子ａ

(lmiEﾐM)

温霖なご
栄養ケア･マネジメントの手順

ａ話Ｘ認ａ　　末SSiz･

・Ｓ：Ｓ潭●子ａ（ケアレクインストラクターｌχ・・）

10:00～15:00 ケアレク実技
～レクの日常化と日常のレク化でgE活行為を再劃造～

・レクから活動・参加へつなげる引き出しを増やす
・心を開く,笑顔を引き出すアイスブレーキングレク

・表情が豊かになるための表情筋を使つたレク

・笑いの効果は絶大!声を出して笑う「爆笑ネタ」
・ご利用者同士が仲良く一つになれる集団レク
・こんなに簡単!道具,場所を選ぱない!少人数で行えるちょいレク

`i}'i]11](it1９

10:30～12:00

認知痙サポーター

養或講座

オレｙglめ
軸ｔZI；ｆ

･〃“

・ランチョンセミナー

企業プレゼン(a;Sa!巣による)

こぢ`?1
士

を予定しています!



－

Ｔ
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2０２５年、２０４０年の地域包括ケアの姿と介護経営

田中滋ａ（・ﾖiS・大享!I事Ｒ／・・義Ｓ大き･ＳＩＳａ）

2０２５年,２０４０年に向けて「地域包括ケアシステム」の進化･深化が「共生社会(地域共!IE･多世代共!IE)」

とＳ解され、制度的にも報酬改足でも明Ｅされるようになり、個やの経営きは覚悟を持つてそれぞれの法

人にふさわしい姿を定めていかなければなりません。この講演では、地域包括ケア研究会座長かつ介護給

付費分科会会長を務められる日ﾖ中先生に、地域包括ケアシステムのＳ解と概念の深化、そして将来の方向

を指南いただき、介護事・きにとっての今後経営戦略を定める上でのヒントを多数提示いただきます。

2０２５年、２０４０年の共生社会推進！
地域我ｶ|事丸ごとでの通所サービスに期待すること

現在調整串

生ま人□が減少する中でｔ域共!IE社会の実現に向けて、1i域における住Ｅ圭体のＳ題解決力の強化・相談支援体制の在り方と

して、r子供」「高齢者」「障害者」など縦割りではなく、全ての人ぐか「地域」「暮らし」「生きがい」を高め、地域のあらゆる

住民がそれぞれ役割を持ち、支え合いながら自分らしく活躍することかできる社会システムの構築が今求められています。

今、介護分野の事業者に期待されていることについてお伝えいただきます。

－

購
師

2０２５年、２０４０年への道標
ディ、その他介護サービスでの新しい活勤

前田隆行Ｒ（･ヽjPoiき人１田市っながりの開II事ll）

介護保険制度に沿つた・動とそれな外の活・（「地域貢献」「付加価値Ｓ出」「経済活動」･･･など）。この２

種類があってこそ、当事者の想いを実現していくことにつながります。本格的な地域包括ケアシステムに

向けて新しい活動を実践する上で最も大切なベースづくりのヒントを実例から提示いたします。

・「前E日」という人物　・ＤＡＹＳ ＢＬＧ ！ の活勤　・を業プレゼンの方法

・ジブンゴトとして考えてみる～素になる～　・小さな工夫で大きな成果（Let'Ｓ ｄｏ ＷＯrｋＳｈｏｐ ｎｏＷ ！ ）

2０２５年・２０４０年に向けて
今後ますます成長・発展する保険外サービスの新戦略

紀伊信之ａ(4朱９台社日本ＳＳＩＲ・高・社台イノペーショングループSll)

日本の人口構造が大きく変わる中,「保険ﾀ1サーピス」への注目が集まっています。厚労省老健事業にて「公

的介護保険外サービスの調査・研究」を担当し見てきた取り組み事例を通じて、保険外サービスに関わる

政策・自や最新事例を踏まえてｅａの注目領域や事業化のポイントをａ説いたします。

・保険外サービス関わる政策勤向　・保険外サーピス注目の背景　・今後の注目領域

・保険外サービスの成功事例　・保険外サーピスの事業化に向けたポイント

2０２５年、２０４０年にヶアの申枢を担うディ
～本当のデイになるために～

妹尾弘幸Ｅ（日本ａ所ヶア研究会会ll）

報酬改定への対応もＳ要だが、より重Ｓなことはr本当のディになること」である。本当のディとは、制度がディに求
めること、つまり「自宅での活動参加を具体白りに変えること」「本人の尊厳に伴つた自iZ支援」「家族支Ｓ」「地域支援」
である。一人ひとり異なる目標を持つ利ｉ者き員の目標を達成しながら、限られたスペース・マンパワー・時間で制度
が求める対応を効率的かつ効果的に達成していくことが今、求められています。

・尊厳を伴つた在宅での「活勤と参加」の強化　・自立支援の機能強化

・ディ機能の明|確化とＳ!ll・統合推進の必要性　・「地域ケア」「包括ケア」への対応



SＩ種協Ｉのチームでtiうクオリティマネジメント
リスクマネジメントからクオリティマネジメントヘ見方･ｌわりガをｌえてみよう

－
４
－
ｒ

｜由香・
ｉ祉Ｓａひうなlt
Xピリ簾Ｒ

161 0
16:○○- i:○○

16
13:16･

Ｘ

介護現場での各活動場面におけるリスク評価、運動の可否

など対象の利用者はどれくらい動けばよいのか.また、ご利

jil考の注意すべき症状、体調不良時への対応、入浴の判断

など、それぞれの職種が専門性を発揮し多職種で効率的か

つ効果ｎに関わるためにどうすれぱ良いのか.各職種が専

門性を発揮できる現場の仕組みづくりの実践事例をお伝え

いただきます。

ti酉t曰票宍ＩＱＳＳＳヌU棄Ｃま翼Ｓ
r活動jとF参加」を促進するＰＤＣＡの実践力法

F・
lグjトプ
笛ｌl

利用者の思いを引き出す●切なアセスメント

ＥＺＺＩ
・利月看をエンパワメントすると適切なアセスメントとは9

・・頬９係を・き,iU・目aりを・・にするＲｇ回接のあり方

・目標達成に導くモニタリングの方法

・ソーシヤルワークカＷＪｇきのai・」とrき｜」|をＳＳする!

・・11日談・|まチ十/|:ヽ:111の・皿を支ｌする!

r介護人材圃難期」を乗り切るために

「’７ 申4jS膜の事Ｓ者でもＳＳできる!
人材マネジメントの成功法則
－r７　ＥIＳＩ

k
1しープ
ｌ

・介護Ｓ界のＩＳＩとこれから～人材に関することを中心に～

・人材に関する問題を解決する為の４つのポイント

・プライマリーグループで実・する新しい人材Ｓ保の仕掛けとは7

－人が鋤ない職肪る為の仕組み作り/と様々なズタツ|フとの関|わ|り

・これからの時代を勝ち残る為にリーダーに必要なこと

S11痙の方へのアプローチ

渡辺哲弘・

回a昌『

置短症の"人の気持ち'を大SIこしたケア

四回171

・脳の仕組み～私たちは普段,どのように考えて行勣しているのか7

・「・ｇｌｉ」と「人」の両・からアフローチすることの大９さ

・アルツハイマー型Ｓ知症のｌ憶捧吉に焦点をｉて生活のしづらさを考える

ー－・－:－

・人の戴持ちをＩＩＳできるフロになろう!

○
･:15

効率的な勤務のエ夫
ｍ務の削減の工夫,四共有|の工夫ｊ

ｋ

一氏
1掌苑
ＳＳ本部

働きやすい職場づくりとｔＳ性の向上

ＥＺＺＩ

・「日本でいちぱん大切にしたい会社大貧」はどうして受賞できたのか

・夜勤専従化のメリットとノウハウはなにか

・子育て中のママでも働き続けられる環墳つくりをどう実現したか

・外国人人1ｵに・・してもらえるにはどうしたらまいか

・ｔＳ性向上のためにａ要なこととは何か

rL4ヨS12;瓢漂ｚ!瓢tilS,。。

ｉ

関田典義fl

E皿Ｉ
・どんなに素哨らしいディでもクレームが出ることは避けられない

・続計から見るクレームの傾向

・茜iW解決の仕組みの指針

・クLﾉ-ﾑ対Ｓの基本ｎなら構え

・事例で考えるクレーム対応のポイント

mi11Sil

・if年のＳＳＳｉｌや行iSaガの状・

・２０１８年度介護報酬改定における主な基準改iE

・新加算への対応

j72ｒ賜こト･・i辰ら辿41ぶ這i゛(゜I゛

視点のＩき方,具休的なアセスメント,プログラムのＩＩ

四國冒１

・認知症観の転換について

・パーソン・センタード・ケアとＳｇき機能ill・

・４ＤＡＳＩ【SSnｔａａＵＩＳのIP【３ＣＡサイクル】

・現場で使いやすいアセスメント

・プログラムＳＳ方法

１７日○
13:15～15:15

ｉ
生i

ＳＳＳａＺ２Ｚｉ゛”|

心

la
l取鰐役
ｌ」・・。
－

4
小谷洋子・
か護付き有れｔ人ホーム

カーサプラチナみなとiみらい看護主任

SＳ冒il

－行動･ＳＩＳ状への考え方

・『じり|つ』/支援について

・!ISのどこに目を向||ナる|か

・・・lllSでJI落としかちなﾇ1ホ

ー:－－

●睡●だか６こそできること,伝えられること

m7m71

・裡祉の看護と病院のＳ護の違い

・橿祉の看護師か目指すもの

・・Ｓミalと・・ａａのｔ・のFSg容や視４のＳい

・介匯職jlとのうまくいかないを紐解く

・業Ｓ改善のコツ

離職や虐待･身体拘束を防ぐ

諏知症ケア現場の人財育成と
ヒューマン・リソース・マネジメント

スクを回避する人財育或

／、

ヨ和宏・
まき社ＩＤＣ
t表取縦役

回！Siil

・「うちの事業所にＳつて…」を予防するためのＳ点礦

・享業所で取り組みたい席待や身体拘束防止のii修とは

ー－

・人Jll活ｔ化プログラムＣＡＰとＳａスキルの向上

・地域社会とのつながりがヶアを太くする新しいａり組み

【栄Ｗａ善加ＷＷ定に自げ

１７日4
16:○○~18:|

介護予訪に効果大|
栄養ケア・マネジメントの手順

末藤Ｓ平ａ

な４昌謳ぼ

すぐに奥Ｓできる

栄●改善加算算定に向けた栄・アセスメント
罰同IS11

・栄驀ケアの必要性

・栄養スクリーニング,アセスメント方法

・当ディサービスでの栄養改善加算算定までの流れ

・事例la介

・今後の課題

17E
16:○○~

Ｉ
プ

161
16:○○-

ａ

161
10;aCﾄﾞ

ｉ



１６日○
13:15～15:1５

何度座り朧しても座位が崩れる
ご利ｌ・への車いすシーティング術

何ＳＳり直しても姿勢が崩れる
ご利用者への『安価な手作|り|シーティング』
m711S71

・パスマットとカッターで作る「坐・サポート」

・Ｅ肖ウレタンフォームで作るr骨盤サポート」

・車いすのゆがみがＲれる「イレクターパイプ」

安藤祐介ｌ　―ホームセンターにある「体圧分敵クッション」

が護きがS:J?nyうゆう・「べニア板」と１００均グッズでｓ面延長十たわみ防止

●うゆう流|

ワンランク上のＡＤＬ介護技術
Ｓｉきがある1」用きへの心地よいき・か９,お胞・９,入Ｓﾌﾞy助

㎜・
-

1６日○
1３:15～15:1５

･知痙予防十下肢脆力改善を実施する
ＢＬトレーニング
脳と足を同時に鍛えるデュアルタスクの工夫

なぜデュアルタスク(二ＩＩＩ)ＩＩがｉｌなのか

mii171

・デュアルタスクを取り入れ,認知症・転倒予防を目指す

ｊ　・「マンネリ・ネタ切れ」の悩みを解決するためのコツ

･･６がｌけば体か動く!まずは「楽しい」からはじめよう

石田竜生ａ　・いつもの体操をちよつとした工夫でガラリと変化

日本1114Jぶぷぷﾂﾝﾄｓｉ・笑つて動いて認知症・転倒予防

姿勢が崩れやすい方の■位・Si
トレーニング

介●●でも冥膀できる利・者に合わせた
ａ位～歩行訓維の進め方
ｍＳ７１

･歩行の基礎知識と評価(歩行分析の視点)

･基本的歩行訓練と応用歩行訓練

･疾患別歩行訓練の進め方

身体や心の不購を改善する呼ほ法

なぜ「呼吸」が大切なのかｶX分かる

m711S171

・呼吸法とはどんなものか

・呼ほと身体,心の回係

・自分の普段の呼吸を観察する

･誰でもできる「寝る」呼吸法

･深い呼吸かできるための姿勢のポイント

１６日０
１６:○○～18:００

ほんの少しの工夫で「６地よい」と感じられる
ワンランク上のＡＤＬ介護技術
11SS71

･水分摂取時のムセ込みが減る「待つ,撫でる,添える介助」

･l駐aｔの人がパクパクａべてくれるゆうゆう流スプーンテクニック

・便器に斜め座りにならない移乗方法ａ手すりの持ち方

安藤祐介ａ　・オムツヌ4ぬのちｌもトイレで3oりほ上１{Ｍｓができる頌ｶl

flg44jSaﾀうゆう・｜械ｓゼロ!入所1lｓ１４７４５が家ｌ浴に人つているｌｌを紹介

１６

－_二Ｊ

日○
1６:００～18:○○

－..

ﾆﾌ5

li■和美li　・IZSIIIS(ＫＩＳ,パーキンソンの方など)

NFりa4a71S77al・新しい視点のバランス・歩行訓練

7E
1０:○○～･

Ｘ

藤井恵氏
しなやか呼吸曰和
呼ほアドパイザ-

J四ぞ1

顔面・口腔・噪下機能は生活に大きく関係

四回171

・９吸ｌｌ低下を防ぐトレーニングの体験とｌ単にできる評ｉ

・□腔|,lｓi・機能低下を防ぐトレ　ングの体験

.i　・発声ｌｌａ下をｌぐトレーニングと声量を維持する体操の体ｌ

城野香也子ｌ・籐下・Ｓ・下をＳぐトレーニング

NPOJjarj7Sg;7S ・ 誤唖予防のレク・体操の体験

１
１
Ｋ

○
2:○○

介・職でもＳ践できる機能■Ｓ
小Ｓ麗での身体機能向上プログラム

身体機能１上プログラムを,"その人ＳしさII
"生活・活勤¨につなげるためのポイント

11ヨIS171

･機能訓練の"幻想'77

・１日からｌえる!ｉｌ･ｉｌにつなかる"ら４１１自上プログラム

･知つて得する!`運動‥各種評価"豆知識!!

井上智文ａ　・自己・力Ｓ!アップ!･その入らしさ･へのプログラム・ﾌﾞt，

ぶj7回ぢ4ﾂSぼt･実践!皆で考えよう!やってみよう!

１７日○
13:15～15:1５

活勤と参加を改善するケアレク

山口健－E
4朱式き社ノでイタル
ま婁療ま士

1；
16:０

へ

１
心

中川慎司ａ

!ｌ活を・ＳＳするＳＳ工夫のヒント

ｒi11;171

・生活意欲が低下する原因を考えよう

「できた」「楽しかった」という体験を通してgE活意欲の

向上を目指すケアレク

・楽しく基本動作アップレク

・なんだか元気が湧いてくるレク

贋司Ｓ71

-－ －

・ライフキネディツクカI考える動きと脳の関連性

・マルチタスク十楽しい十〇〇か必要

・施設,現場での実施状況と声

・目の老化,機能低下は転倒,食べこぽしにつながる

ライフキネティツク日本ま部・体,目,脳を使つた実技体験
ﾗｲフキネティﾂｸマスタ-ﾄレ-ﾅ-

１７日○
10;00～12:○○

一般演題発表・ポスター発表

・ディ運営の工夫

・認知症ケア

・介護現場でのさまざまな取り組み

・成果が出る機能訓練・リハビリ

・その他



１６日
13:15~I

生活期リハピリテーシヨン改革

岡本隆嗣・
Ｅ療iた人社団ｌｌ・９李き
ｉぬあﾘﾊﾋりﾘﾃ-ｼｮﾝｌｉｌＳｌｌ

１７’大
13:15

運所リハのプログラムと医師の関わり

17SS71

・リハビリテーションプログラム

・リハビリテーション会儀

・家族の参加

・ＰＤＣＡサイクルの確立

･ICFの活用

転側予肪の考え方と介入方法

長谷川iE哉ａ
Ｓｔ広島大享保ａ・祉・ｌ
９学Ｓ四科准教授

足と●の正しい理解で転●リスクを回避する

罰司冒71

・高齢者のＳ部障害と転倒について

・高齢者の靴と転倒について

・靴のＳび方と・い方について

・足部機能のセルフチエツクについて

・Ｓ部のセルフトレーニングについて

１６：○○

回ヨｌ吏|

・リハビリアーシヨ|ンの多様性

・「活動」「参力U」を夕l据えたリハビリテーション

・jiS介入のポイント

・リハマネ加算算定の工夫

・・・リハ・ＳｌリハのＳみを活かしたｆ入

リ八SISS●・奥践すべき

り、

長谷川iE哉fi
Sウ・Ｓ大字保111祉学Ｓ
・やＳ・ネ科を教Ｓ

１６日
16:○○~ll

回－

Ｏ
8:○○

「●き方を教える」●面で●ａを用いて

ｒ1711SI・|　勤作指導するメリヅト
・・・＜百見く百考く・tiく－jR

・Ｓ・をjiいたｌ作指導の体Ｓ

・感覚をｉいた動作指導のメリット

・Ｓ覚を用いた歩行指導の紹介

・・ｌ紹介

「

ま恵別リハピリテーションをＳﾒこ・に
IEかすための短時間遜所リハ移行・開設

高木綴－・

りSぼ゛

17
16:○○

医痩保隣における痍重別リハビリテーションか６
遜所リハビリテーションヘの円漕な移行方法
四罰爾1

・維持期リハビリテーションのll状と今後

・週所リハビリテーションの機能

･ａ所ﾘﾊﾋﾞﾘﾃﾞ-ｼｮﾝﾍの円滑な移ぞi

・質の高いａ所リハピリテーションのポイント

・利・者獲得のマーケティング

地域づくりまで行う特色あるディヶアづくり

介●９１か５看取りまで「丸ａと地IUハ」の輿親

四m71

・「活動」「参加」のリハピリテーション

・ポフンティアか|ら就労支llヘ

Ｌ　　　　６．・・・行ね向上リハピリテーション

園村加奈子fl　・サロン

漂y詰讐rぷ霖゛・ｓリハヒjﾘ゛－ジ

16
13:15

・ ･･l

.、　　　　111711S171
1

I･　　　　　・超強{ﾋ型老健としての,1日限員,ﾘﾊﾋﾞﾘ,介護,ｉ叢,施設ケアマネの役SI

・きaiEでまめ61れるｔ・の110a目算定のポイント

・在宅復帰だけで|はない皿

塩Ｓ責子・　・・ｌ率を・とさないために

か14き人liSSitぽマータ・ｉ・・・の711蕭率に繋げるために
ー－－‥　　‥

１７日e
13:15～16:15

から「丸ごと」への転換|

S域共・社Ｓ奥・に対・したＳ!ISサービスの
事業fﾋ戦略

石原孝之li
コミュニティホームll者の森

取締役

典!IE社会をＳＳする本気戦曙

1
10::

回霞ＳＦＩ

・共生Ｓのあゆみとこれから

・ｌｌｌがを1するrふ|じの|く皿サービズ:～:Ｓな皿|を目IKIて～

・実録!共gEの取り組み～お年寄りと子どもたち～

・共IEを実現する７つのポイント

ー点突破で価値SIになる

し･

圖―的ディが地域から必要とされるまでの
a事例とＳＳll

山下総司・
社き裾祉法人ひだまり

・ｉ

Ｆ
Ｅ
Ｍ

9096な上と4Uをを・保する

ご近所,子どもＳＳ!魂つてくるヂイのtl匍みづくりを
利|用者・職ａの２つ|の|「|じり|つ」から構築する

I!IS171

・ご１』・きが自ら動くための仕・みとＳＳをfﾔるポイント

ーごｙil所と子供らが毎|日適つ|てくるため|に必Ｓな事

・ｔ域のニーズと・・のニーズをjlMし,Ｓにする方法

・やる気のないスタッフを夢を諾り現Ｓにしていくスタッフヘ変化させる方法

・・・のＳ・をＳＳしてｉ串を・くする簡単な書類関・のJI直し・

蔓食について

・会場周辺に飲食店やコンビニなどかございますので、お弁当の販売はいたしません。予めご了承ください。
・広島県Ｅ文化センターのホール内での飲食はできません。

宿泊について

・ご自身にて手配をおねがいします。

・「宿泊」のご相談がある場合は、旅行取扱業者を斡旋いたします。

その他

不明な点がございましたらお手数ですが事務局までお問合せください

その他の詳しい内容は
ホームページをご覧ください!!

通所ヶア大会 SI，
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